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総
費
用
3

億
5

千
万

進
化
を
続
け
る
本
学
に
砧
新
の
ハ
イ

テ
ク
授
業
が
場
入
さ
れ
る
。

同
時
・
双

方
向
性
に
優
れ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の

特
色
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
の

「サ

イ
バ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
」
事
業。
推
進
者

の
一
入
、
本
学
総
合
相
祉
学
部
の
漉
辺

信
英
学
部
長
は
「
大
学
に
対
す
る
闘
の

期
待
院
の
表
れ
だ
と
受
け
止
め
て
い

る

」
と
知
る
。

事
業
の
目
的
は
「教
育
情
報
弱
者
と

国
外
噛
住者
に
対
す
る
通
伺
制
教
育
事

業
」
に
あ
る
。

昨
年
、
東
北
地
区
で
初

め
て
過
日
教
育
を
開
設
し
た
本
学
は
、

当
初
か
ら
す
べ
て
の
学
習
者
に
均
等
な

学
期日
機会
を
提
供
す
る
た
め
の
方
策
を

模
索
し
て
き
た
。

相
会
人
や
障
害
者
の

学
生
に
と
っ
て
時
間
や
場
所
の
制
約
は

大
き
く
、
取
り
除
け
る
もの
な
ら
取
り

除
き
た
い
。
そ
ん
な
願
い
を
か
な
え
る

の
が
「サ
イ
バ
ー
キ

ャ
ン
パ
ス
」
事
業

だ
。内

容
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し

た
辿
附
授
業
で
三
つ
の
形
態
が
あ
る
。

①
肱
送
型
配
信
。

教
室
で
行
わ
れ
て
い

る
授
探
を他
の
場
所
に同
時
配
信
(
テ

レ
ビ

の
生
中
継
と
同
じ
)
す
る
も
の
で
、

離
れ
た
地
点
で
の
阿
時
学
W
が
可
能
に

な
る
。
②
双
方
向
却
配
位。
教
日
と
学

生
が
U
S
B

カ
メ
ラ
を
用
い
て
、
舶
を

見
な
が
ら
会
却
で
き
る
も
の
で
、
離
れ

た
地
点
で
も
対
而
授
採
が
可
能
に
な

る

。
③
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信。
コ
ン
テ

ン
ツ

(綿
諮
の
中
身
)
が
事
前
に
雌
備

さ
れ
、
時
間
、
場
所
に
関
係
な
く
学
習

可
能
に
な
る
。

教
室
で
は
郁
義
を
自
動

収
録
す
る
た
め
の
機
器
(
自
動
辿
庖
カ

ト
国も期待する

大型プロジェク

メ
ラ

)
が
作
動
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
が
自

動
作
成
さ
れ
る。
加
え
て
、
税
義
の
復

習
や
火
山叩
串
引
が
学制
す
る
と
き
に
、
自

分
の
パ
ス
ワー
ド

を
入
力
す
れ
ば簡
単

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
目
前
な
ら

大
附
し
た
場
合
、
友
人
か
ら
ノl
ト
を

借
り
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
ん
な
心
配

は
い
ら
な
く
な
る
。

ス
ク
ー
リ
ン

グ
で
実
験

既
に
四
月
、
通
信
教
育
部
の
ス
クー

リ
ン

グ
で
、
木
村
進
教
授
姐
当
の

「生

雌
発
述
心
理
学
」
科
目
が
、
本
学
とネ

y

ト
ワ

l

ク
回
線
で
結
ば
れ
た栃
木
県

小
山
市
の
白
鴎
大
学
の
教
笠
に
双
方
向

来
る
と
見
て
い
る

。

手
始
め
に
交
流
の

あ
る
斡
困
の
凶
祖
国
大
、
翰
林
大
と
辿
抑

し
、
教
付
開
発
の
た
め
制
査
を
進
め
る

方
針
だ
。

将
来
は
日
本
に
い
て
、
海
外

の
大
学
の
学
位
が取
れ
る
「過
日
間
学
」

も
悦
野
に
入
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
の
サ
イ
バ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
耶

梁
が
本
術
的
に
機
能
す
れ
ば
、現
在
の

通
俗
教
育
部
の
学
生
も
刑
制
的
にm
え

る
こ
と
が
虫
ま
れ
る
。

通
信
教
育
部
の

部
長
で
も
あ
る
渡
辺
宇
部
長
は
「畳
け
入

れ
は
別
に
し
て
、
希
望
者
は三
倍
に
な
る

の
で
は
」
と
期
待
を
込
め
て
括
る

。

本
学
が
通
信
教
育
を
胎
め
た目
的
に

「
教
育
の
機
会
均
等」、

「地
域
格
差
の

必
正
」
が
あ
る
。

サ
イ
バ
ー
キ
ャ
ン
パ

ス
が
こ
れ
ら
の
テ
ー

マ
の
拙
進
に
大
き

く
口
献
す
る
の
は川
泌
い
な
い
。

仙
台
市
教
委
と
覚
書

締
結

教
育
研
究
室
と

‘

ホ
ラ
セ
ン
が
運
営
担
当

本
学
と
仙
台
市
教
育
委
只
会
は
六
月

一
と
応
じ
た
。

十
一
日
、
本
学
管
思
練
凶
附
の
大
会
阪

一

党
牲
の
主
な
内
務
は
①
見
治
生
徒

五
で
「辿
抑
協
力
に
凶

す
る
党
作
」
を
締
結
し

た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、

児
能
生
徒
へ
の
学
校
生

活
支
援
な
ど
教
育
上
の

出
限
題
に
対
応
す
る
た

め
に
、
組
織
的
継
続

的
な
述
携
を
よ
り
一
府

深
め
、
双
方
の
教
育
の

光
尖
発

展
に
資
す
る

こ
と
を

目
的
に
し
て
い

る

仙
台
市
教
育
委
U
会

が
椛
仙
大
学
と
述
悦

協
力
の
党
告
を
締
結
す

る
の
は
、
川

年
三
月

の

百
城
教
育
大
に
続
い
て

二
校
目
に
な
る

。

締
結
式
に
は
本
学
か
ら
渡
辺
信
英
宇

都
民
以
下
」E
凶
入
、
仙
台
市
か
ら
教
育

委
只
会
の
阿
部
芳
吉
教
育
長
ら
九
人
が

出
席
。

多
数
の
報
道
陣
が
見
守
る
中

、

渡
辺
宇
部
長
と
阿
部
教
育
長
が
覚
岱
に

削
印
し
て
、
が
っ
ち
り
と
鈍
手
を
交
わ

L
F
Z
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型
配
信
さ
れ
、
受
常
生
か
ら
好
仰
を
博

し
た
。

ま
た
、
海
外
へ
の
教
材
輸
山
も
町
一州

さ
れ
て
い
る
。

現
夜
、
出
外
で
は
阜
、

英
、
山
岡州
な
ど
で
教
材
輸出
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
本
学
で
も密
入
の
機
会
を

う
か
が
っ
て
い
る
。

将
問

、

中
間
な
ど

で
今
後
、
福
相

政
策
を
拡
充
す
る
動
き

が
あ
り
、
本
学
の
教
材
が
役立
つ
日
が

本
学
初
の
辿
隔
授
業
と
なっ
た
凹
月

の
通
信
教
育
部
の
ス
クーリ

ン
グ
で
は

本
字
に
約
百
二
十
人
、
白
川
聞
大
学
に
約

三
十
人
の
受
精
生
が参
加
。

仙
台
市
と

白
川
同
大
学
の
あ
る小山
市
の
距
離
は
約

2
7
0

キ
ロ
だ
が
、
木
村
教
授
の
戸
は

リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
印刷
いた
。

「

i

キ
ャ
ン
バ
ス
」

文
部
科
学
省
鵬
吋
の
選
定

本
学
が
、
近
未
来
の
慢
業
形
態
と
な
る
「
サ
イ
バ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
」
事
業
に
本
格

的
に
着
手
し
た
。
私
立
大
学
助
成
制
度
の
一
つ
で
あ
る
平
成
十
四
年
度
文
部
科
学
省

の
「
サ
イ
バー
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
」
に
、
全
国
か
ら
二
十
三
の
大
学
が
選
定
さ

れ
、
本
学
が
東
北
か
ら
唯

一選
定
さ
れ
た
。
霊
童
は

「サ
イ
バ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
を

利
用
し
た
教
育
情
報
弱
者
と
国
外
在
住
者
に
対
す
る
総
合
福祉
学
通
信
制
教
育
事

業
」。
事
業
費
は
イ
ン
フ
ラ
諮
備
だ
け
で
約
三
億
五
千
万
円

。

そ
の
う
ち
の
約
一
億
円

が
国
か
う
助
成
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
・
プロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
平
成
十
八
年
度
の
完
成

を
目
指
し
、
目
下
、
イ
ン
フ
ラ
盤
備
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る。

双方向型配信された4月の通信教育のスヲーリンデ授業

渡
辺
宇
都
民
は
「教
員
は
教
育
研

究
を
通
じ
て
、
学
生
は
教μ
と
巡
う
悦

点
か
ら
川出世
生

徒
に
接
し
、
彼
ら
の

生
き
る
カ
を
支
援
し
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ょγも

続
い
て
阿
部
教
育
長
が
「い
じ
め
な

ど
の
川
姐
が
な
か
な
か
解
決
で
き
て
い

な

い
の
が
現
状
。

子
ど
も
た
ち
と
年
齢

の
近
い
学
生
が
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に

(
干
ども
た
ち
の

)
悩
み
が
消
え
る
よ

う
な
お
付
き
合
い
を
期
待
し
て
い
る」

終
了
二
十
分
前
に
質
問
時
間
が
設
け

ら

れ
、
質
問
者
は
教
主
左
前
方
に
進
み

出
て
、
マ
イ
ク
を
射
っ

て
質
問
。

会
聞

は
2

、

3

秒
迎
れ
に
な
る
が
、
離
れ
た

会
場
を
結
ぶ
双
方
向
通
信
の
而
旧
制
如

と
な
っ
た
。

小
山
会
場
の
受
帥
生
は
初
日
午
前

の
学
校
生
活
支
段
、②
苧
校
生
活
でさ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
た
児
車
生
徒

へ
の
対
応
、③
教
育
研
究
而
で
の
協
力
、

な
ど
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
の
協
力

が
不
可
欠
。

こ
の
た
め
、
本
学
で
は
教

育
研
究
室
(
欄
間
信
義
運
営
委
員
長)

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(小
松
昨

古
セ
ン
タ
ー

長
)
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

辿
営
に
あ
た
る
。

手
始
め
に
本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
が
、
市
内
の
小
牢
校
に
派
出
さ
れ
、

肱
制
後
に
児
訟
の
遊
び
相手
な
ど
を
務

め
た
り
、
教
日
や
臨
床
心
理
士
を
目
指

す
学
生
が
、仙
台
市
以
区
に
あ
る
適
応

指
導
セ
ン
タ
ー
「児
遊
の
社
」
に
出
向

い
て
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
傾
向
に

あ
る
子
ど
も
た
ち
の相
談
相
手
に
な
っ

た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
う
。
な
お

、

中
、

多
少
の
緊
必
感
が
出
っ
て
い
た
が
、

午
後
に
は
笑
凱
が見
ら
れ
る
な
ど

和
ら

い
だ
。

恥
科
目
に
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト

に
は

「こ
ん
な
に
充
兆
し
た
附
義
が
山
掛

け
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」、
「集
中
で

き
た
」
と
い
っ
た
満
足
感
に
満
ち
た
戸

が
寄
せ
ら
れ
た。

日
品
百
は来年
三
月
末
ま
で
の
則
限
付
き

で
、
年
一
問
、
内
容
が
見
直
さ

れ
、
更

新
さ
れ
る
方
式
に
な
っ
て
い
る
。

A
O

学
生
の
報
告
会

ム
マま
さ
に
、
こ
の
コ
ラ
ム
の

タ
イ
ト
ル

「行
学
一
加
」
を
尖

践
し
て
い
る
の
が
本
学
のA
O

(ア
ド
ミ

ッ

シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ

ス
)
入
試
を
突
破
し
、
編
制災

学
(
臨
床
)
教
育
で
学
ぶ
学
生

た
ち
で
あ
る
。

入
拭
方
法
の
一

つ
と
し
て
導
入
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
三
年
目
。
一
一
次
選
考
過程
で
施
設

で
の
現
場
実
習
を
経
験
し
た
学
生
は

一

年
次
か
ら
史
学
教
育
、
い
わ
ゆ
る
築
制自

に
励
ん
で
い
る
。

去
る
凶
月
十
九
日
に

一
年
仰
の
総
決
算
と
な
る
字
引
判
官
会

が
行
わ
れ
た
V
A
o

-
期
生
の
五
十
五

人
が
A

か
ら
l

の
9

班
に
分
か
れ
、
本

山
寸
の
閃
辿
施
設(せ
ん
だ
ん
の
刻
、
氏
、

山
一
)で
学
ん
だ
こ
と
を
、
テ
ー

マ
ご
と

に
発
表
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
が
飛
び
出
し
、
教
室
は
熱

気
に
包
ま
れ
た。
会
の
終
盤
に
は
3
2

0

時
間
以
上
の
実
習
を
達
成
し
た
学
生

三
十
七
人
の
名
前
が
発
表
さ
れ
た。
位

向
は
せ
ん
だ
ん
の
社
で4
7
3
5

時

間
と
い

う
金
字
貯
を
打
ち立
て
た
山
本

邦
幸
君
だ
っ
た

V
「特
別
な
こ
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

利
川
者
と
打
ち
解
け
ら

れ
る
の
が
梨
し
い。
一
年
で
こ

ん
な
に

経
験
で
き
る
な
ん
て」
と
ほ
お
を
緩
ま

せ
た
。

時
に
は

「お
湘
が
飲
み
た
い
」

と

一
百う
利
用
布
に
叩
か
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
時
間
が
た
つ
と
“
い
い
感
じ

に
な
れ
た
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
か
ら
「あ
な
た
と
話
せ
て
よ
か

っ
た
」
と
言
わ
れ
て
ジ
l

ン
と
き
た
こ

と
も
あ
っ
た
V
「社
会
福
相
援
助
技
術

総
諭
」
や
「保
有
理
論
」
の
授
業
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
実
習
現
場
で
確
認
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
「
一方
的
に
や
れ
で

は
な
く
、

-
絡
に
や
ろ
う
と
2
う
と
、

子
ど
も
た
ち
は
行

軍
し
て
く
れ
る
。

四

愉
通
り

で
し
た
」
と
ほ
ほ
笑
む
盗
に
充

実
感
が
採
っ
て
い
た
。

山
本
布
を
は
じ

め
、
教
室
で
理
拾
を
、
施
設
で
尖
践
を

積
み
瓜
ね
る
巾
古
学
学
生
の
持
来
が
楽
し

み
だ
。
(

国
見
太
郎

)

事日学行



(2) 

(1989年)

当

平成元年

時

社
会
福
祉
士

国
家
試
験
ス
タ
ー
ト

東
北
福
祉
大
学
は
一
八
七
五
年
(
明
治
八
年
)
に
曹
洞
宗
専
門
支
校
と
し
て
誕
生

し
た
。
そ
の
後
、
幾
多
の
変
遷
を
重
ね
一
九
五
八
年
(
昭
和
三
十
三
年
)
に
短
期
大

学
に
な
り
、
六
二
年
(
同
三
十
七
年
)
に
四
年
制
大
学
に
昇
格
、
社
会
福
祉
学
部
社

会
福
祉
学
科
を
設
け
た
。
短
大
時
代
か
ら
数
え
、
今
日
ま
で
卒
業
生
の
数
は
約
二
万

七
千
人
に
達
し
た
。
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
こ
こ
に
大
学
の
時
守
を
振
り
返
る
。
第

6

回
は
社
会
福
祉
士
国
家
試
験
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た
一
九
八
九
年
(
平
成
元
年
)
。

当
時
、
新
設
さ
れ
た
「
社
会
福
祉
士
等
実
習
指
導
室
」
の
初
代
室
長
に
就
任
し
、
現

在
も
仙
台
キ
リ
ス
ト
教
育
児
院
で
院
長
を
務
め
る
大
坂
譲
治
氏
(
現
名
音
教
授
)
に

イ
ン
ヲ
ピ
ユ
し
、
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

(第 6 号)

実
習
指
導
室
設
置

TFU ALUMNI BULLETIN 

社
会
福
祉
学
を
専
門
分
野
と
す
る
本
学

に
と
っ
て
一九
八
九
年
は
特
に
大
き
な
意

味
を
持
つ
年
で
あっ
た
。

こ
の
年
三
月
に

第
一
田
村
会
福
祉
士
国
家
試
験
が
実
施
さ

れ
、
大
学
や
福
祉
従
説
者
だ
け
で
な
く
、

一般
の
人
々
の
関
心
も
呼
ん
だ
。

日
歳
以
上
の
高
齢
者
の
総
人
口
に
占

め
る
割
合
が

一
九
人
O
年
は
9
m

、

九
O
年
は
ロ
侃
だ
が
、

二
O

一
四

年
に
は
お
%
に
ま
で
述
し
、
四
人
に

一

人
が
商
船
者
に
な
る
と
の予
想
(
「人

口
の
動
向
日
本
と
世
界
」
H

国
立
社

会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
)
か
ら
、

世
の
中
全
体
が
一
段
と
福
相
へ
の
関
心

を
高
め
る
結
栄
と
な
っ
た
。

国
は
一
一年
前
の
八
七
年
五
月
に
社
会

福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
を
制
定

L

、
我
が
国
初
の
社
会
福
相
専
門
職

平成 15 年 7 月 23 日発行

(ソ
l

シ
ヤ
ル
ワ
l

カ
l

)
に
附
す
る

資
格
制
度
を
確
立
し
た。
こ
の
国
家
資

格
の
導
入
法
制
化
は
栢
判
官
を
学
ぶ
本

学
学
生
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
。

社

会
桶
祉
士
の
受
験
資
絡
を
得
る
た
め
に

は
、
厚
生
大
臣
が
指
定
す
る
社
会
稲
制

に
削
す
る
指
定
科
目
の
履
修
が
不
可
欠

で
あ
っ
た
。

本
学
は
他
の大
学
に
先
駆

け
て
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
を
行

い
、
八
八
年
度
か
ら
新
体
制
を
築
い
た

。

「社
会
初
剖
援
助
現
場
実
習
」
が
指
定

科
目

の
一
つ
に
な
る
点
を
踏
ま
え
、
相

会
福
祉
研
究室
の
前
身
と
な
る
「社
会

福
祉
士
等
実
習
指
導室
」
を
新
設
し
た
。

初
年
度
の
現
場実
習
修
了
者
は
百
十

人
。

そ
の
う
ち
の
現
役
受
験
者
九
十三

人
が
第

一
回
社
会
福
祉士
国
家
試
験
に

挑
ん
だ。
合
格
者
は
わ
ず
か

一
人
だ
っ

た
が
、
指
導
教
員
は
「全
滅
で
な
く
て

よ
か
っ
た
」
と
ホ
ァ
と
胸
を
な
で
下
ろ

し
た
。無

理
も
な
い。
初
め
て
の
試
験
で
、

内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
傾
向
に
つ
い
て
の

情
報
も
手
探
り
状
態
だっ
た
。

そ
ん
な

中
、

一
人
で
も
多
く
の
合
格
者
を
出
す

た
め
に
直
前
ま
で
特
別
協
座
を
開
講
し
、

試
験
に
備
え
た
末
の
結
果
で
あ
っ
た
。

志
願
者
も
う
な
ぎ
よ
り

社
会
が
「
福
祉」
に
注
目
し
始
め
た

こ
と
と
、
野
球
部
を
は
じ
め
卓
球
の
楊

玉
華

(現
大
倉
峰
雄
)
さ
ん
が
第
五
十

六
回
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
で
史上

二
人
目

の
シ
ン
グ
ル
ス
凹
辿
捌
を
飾
る

な
ど
で
本
学
の
知
名
度
が
著
し
く
上
が

り
、
入
学
志
願
者
数
は
八
八
年
が60

7
3

入
、
八
九
年7
9
7
3

入
、
九
O

年
1
0
3
3
6

入
、
九

一
年
1
1
1
4

7

人
と
う
な
ぎ
上
り
と
な
っ
た。

あ
ら
ゆ
る
転
換
点

こ
の
年
の

一
月
に
昭
和
天
皇
が
逝
去

し
、
年
号
は
平
成
に
変
わ
っ
た
。
四
月
、

仙
台
市
が
全
国
十
蚕
自
の
政
令
指
定
都

市
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
一
一月
末
現
在
の

仙
台
市
の
人
口
は
九
十
万
千百
九
十
二

人
。

あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
タ
l

ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
F
Z

学
内
で
は
六
月
に
待
望
の
「
芹
沢
鮭

介
美
術
工
芸
館
」
が
附
館
し
、
七
月
に

「H
O
n
e

館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

と
こ
ろ
で
社
会
福
相
士
の
国
家
試
験
も

今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
た
。

本
学
の
現

役
合
格
車
は
叩
%
を
超
え
、全
国
平
均

を
約
却
ポ
イ
ン
ト
も
上
回っ
た
。

隔
世

の
感
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
伸
び
ゆ
く
東
北

福
相
大
学
の
象
徴
の一
つ
で
あ
る。

通信教育部4月生入学式 目
平
成
十
五
年
度
通
信
教
育

部
四
月
生
の
入
学
式
が
父
の

日
の
六
月
十
五
日
、
本
学
音

楽
堂
・
け
や
き
ホ
ー
ル
で
事

行
さ
れ
た
。
開
設
二
年
目
を

迎
え
た
同
部
の
正
科
生、

科

目
等
履
修
生
、
二
年
次
編
入

生
と
し
て
入
学
が
許
可
さ
れ

た
学
生
数
は
合
計
日
目
。
人

に
上
り
、
前
年
度
の
学
生
と

合
わ
せ
る
と
1

自
日
日
人
を

超
え
た
。
式
に
は
全
国
か
ら

駆
け
付
け
た
新
入
生
約
1
5

0

人
と
保
護
者
5
約
E
E

白

人
が
参
加
し
た
。
本
学
の
佐

藤
光
源
教
授
が
「
こ
こ
ろ
の

健
康
と
福
祉
i

精
神
医
学
の

立
場
か
ら
」
と
題
し
て
、
記
念
講
演
し

た
。
新
入
生
を
代
表
し
て
宣奮
し
た
社

会
福
祉
学
科
の
高
橋
義
弘
さ
ん
回
は
、

本
学
を
平
成
十
一
年
度
に
卒
業
した
牧

子
さ
ん
の
お
父
さ
ん
で
、
二
年
前に
他

界
し
た
娘
さ
ん
の
遺
志
を
継
い
で
の
入

学
だ
っ
た
。

二
期
生
代
表
高
橋
さ
ん

二
期
生
を
代
表
し
て
登
壇
し
た悶
橋

さ
ん
の
胸
に
は
今
は
亡
き
娘
さ
んの
而

影
が
浮
か
ん
だ。
「
牧
子
、
お
父さ
ん

は
今
、
お
前
が
話
し
て
く
れ
た
大
学
に

い
る
よ
」
。

総
合
福
祉
学
部
宇
部
長
で
通信
教
育

部
の
渡
辺
信
英
部
長
が
「新
し
い
自

分

発
見
を
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
祝
辞

を
述
、
へ
た
後
、
宜

容
に
立
っ
た
。

「第
三
期
生
と

し
て
の
誇
り
を
持

っ
て
、
精

一
杯
努

力
す
る
こ
と
を
哲

い
ま
す
」
。
こ
と

ば
を
か
み
し
め
て

話
す
高
橋
さ
ん

。

そ
の
後
方
に
は
、

牧
子
さ
ん
の
写
真

を
手
に
し
た
母

玲
干
さ
ん
と
、
本

学
の
サ
ー
ク
ル

「
け
や
き
ク
ラ
ブ」

で
牧
子
さ
ん
と

一

緒
だ
っ
た
同
窓
生
の
背
山
か
お
り
さ

ん
、
安
藤
朋
美
さ
ん
の
見
詰
め
る
姿
が

あ
っ
た
。 天国の娘

牧
子
さ
ん
は
昨
年
九
月
二
十
三
日
、

脳
服
挺
の
た
め
死
去
。
平
年
二
十
五
。

本
学
三
年
次
に
凶
回
目
の
手
術
を
受
け
、

回
復
し
、
卒
業
後
は
榔阜
の
背
森
県
十

和
田
市
で
在
宅
介
護
支
扱
セ
ン
タ
ー
の

事
務
職
と
し
て
働
い
て
い
た。
十
二
歳

で
発
荊
し
て
か
ら
十
三
年
間
、
病
と
闘

い
な
が
ら
も
人
一
倍
明
る
く
、
優
し
い

人
柄
で
、時間
か
ら
も
恭
わ
れ
て
い
た
。

父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

向
橋
さ
ん
に
通
信
教
育
を
受
け
る
よ

実
習
指
導
室
初
代

室
長
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

現
仙
台
キ
リ
ス
ト
教
育
児
院
院
長
・
大
垣
譲
治
氏

Q

第
1

回
国
家
試
臨
時
の
本
学
の
軍

情
、
受
け
入
れ
態
勢
は
?

A

万
全
と
は言
え
な
か
っ
た
が
、
限

ら
れ
た
ス
タ
フ
フ
で
必
死
に
取
り
組
ん

だ
。

問
題
集
を
集
め
て
科
目
の
特
訓
を

し
た
り
と
。

。

Q

合
格
者
は
一
人
だ
っ
た
が
?

A

こ
の
ま
ま
じ
ゃ
終
わ
れ
な
い
、
と

感
じ
た
。

Q

当
時
の
社
会
情
勢
は
?

A

昭
和
田
年
に
国
際
社
会
福
祉
会
議

が
東
京
で
聞
か
れ
、
日
本
で
ソ
1

シ
ヤ

ル
ワ
l

カ
l

の
資
格
制
度
が
な
いの
は

お
か
し
い
と
い
う
話
題
に
な
っ
た
。

日

本
社
会
事
業
学
校
連
盟
と全
国
社
会
福

祉
協
議
会
が
合
同
で
、
実
習
ガ
イド
ラ

イ
ン
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た
。

Q

当
時
的
学
生
の
槽
子
は
?

A

国
家
試
験
を
受
け
よ
う
と
する
学

生
は
ま
じ
め
だ
っ
た
。

先
生
も
真
剣
だ

っ
た
。

Q

先
生
は
本
学
在
職
中
、
ど
ん
な
点

に
苦
心
し
ま
し
た
か
?

A

私
に
限
ら
ず
栴
祉
の
分
野
ではど

こ
に
も
負
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と

い

う
気
持
ち
を
雑
も
が
持っ
て
い
た
。

Q

学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

A

当
時
か
ら
言
っ
て
い
た
が
、
一番

の
ポ
イ
ン
ト
は
人
間
の
尊
厳
を
と
こ
と

ん
大
事
に
す
る
こ
と
。

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
持
っ
た
人
で
も
侵
す
べ
か
ら
ざ

る
人
格
を
持っ
て
い
る
の
だ
か
ら。

Q

今
日
の
福
祉
大
に
つ
い
て

A

感
性
福
相
研
究
所
や
せ
ん
だ
ん
の

杜
と
か
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
施
設
と

辿
携
し
、索
附
ら
し
い
形
の
脱
聞
が
な

さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
学
生
も
誘
り

を
持
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
人
聞
の

尊
厳
を
軸
に
し
た
福
輔
の
分
野
を
構
築

で
き
る
よ
う
に
力
を
注
い
で
ほ
し
い。

う
に
勧
め
た
の
が
そ
の
牧
子
さ
ん
だ
っ

た
。

本
学
が
発
行
す
る
同
窓
生
向
け
の

新
聞

(第
3

号
)
で
通
信
教
育
の
開
設

を
知
っ
た
牧
子
さ
ん
が
「
お
父
さ
ん
、

や
っ
た
ら
ど
う
」
と
話
し
た
の
が
きっ

か
け
だ
っ
た
。
今
は
亡
き
娘
の
遺
志
を

継
ご
う
と
高
橋
さ
ん
は
入
学
を
決
意

し
、
仏
前
に
手
を
合
わ
せ
て
こ
の
日
に

臨
ん
だ
。

当
日
は
父
の
目
。

「
娘
が
い
た
か
ら

通
信
を
受
け
た
の
で
す
。

娘
か
ら
の
大

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
」
と
話
す
高
橋

さ
ん
の
目
元
が
に
じ
ん
で
い
た。

在
学
生
を
代
表
し
て
、
一
朝
祉
心
理
学

科
二
年
の
西
国
有
吾
さ
ん
が
「同
じ
キ

ャ
ン

パ
ス
の
友
人
と
し
て
頑
強
り
ま
し

ょ
う
」
と手
話
を
交
え
て
、
歓
迎
の
こ

と
ば
を
述
べ
た。

佐
藤
光
源
教
授
の
記
念
排
出
に
続
い

て
地
区
別
交
流
会
、
図
書
館
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
個
別
相
談
と
、
早
く
も
新
入
生
の

船
出
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

牧
子
さ
ん
、

天
国
か
ら
お
父
さ
ん
た
ち

一
一
期
生
の
頑

強
り
を
見
守っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ね。

お問い合わせ(通儲育部・直通) I 
ft022-233 ・ 221
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-
大
学
院

・
通
信
制
大
学
院

・
通
信
教
育
部

・
総
合
福
祉
学
部

入
試
事
務
室

T
E
L
0
2
2
7
1
71
3
3
1
2
 総

合
稲
祉
学
研
究
科

(陣
士
修
士
課
程

)

総
合
相
祉
学
研
究
科
(修
士
課
程
)

社
会
相
祉
学
科
社
会
教
育
学
科
・
棉
祉
心理学科

社
会
福
祉
学
科

(3
5
0

名
)

産
業
福
祉
学
科

(1
0
0

名
)

社
会
教
育
学
科

(1
5
0

名
)

初
祉
心
理
学
科

(1
0
0

名
)

情
報
福
祉
学
科

(1
0
0

名
)

宣誓をする高橋さん(右)

次での提出曾類=エントリーシート、

活動報告.、聞査書(参考程度)
甥義受鶴後にレポ トを作成、提出する。
その後、函鎗を受ける。
※社会福祉と情報禍祉学科，;彊考自の前
日から現場実習を行う場合もある。

他学科';1 日で行う場合もある。

開催日

8月 9 日

8月 24 日

9月 21 日

1 0月 26 日

1 1 月 1 6 日

1 2月 21 日

所
学
学
学
学
学
学

場
本
本
本
本
本
本

時間

10: 00-1 6 : 00 

10: 00-1 6 : 00 

10: 00-1 6 : 00 

10: 00-1 6 : 00 

10:00-16:00 
10:00-16:00 

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

"月 268(7kl 
"月27日(木)
"月28日(金)

11 月 29 日(土)

"月30日(日)

社会教育学科

社会福祉学科

福祉IL'理学科

産業福祉学科

情報福祉学科

一
般
推
薦

専門課程
(福祉系)推薦
帰国生徒・
社会人入試

A日程の院験会場は仙台(本学)

のほか、 札領、膏議、東京、 新潟、

秋園、盛岡、 山形、郡山、 大宮、

大阪でも実鈍される 。

幽

E 
m 

幽
鳳
糊
聞

睡室盛醤雌雄益者翌厳封蝿挺量幽幽歯幽幽

1 月 28日(水)

1 月 29 日(木)

1 月 30日(金)

1 月 31 日(土)

2月 1 日 (日)

社会教育学科

社会福祉学科
福祉心理学科
産業福祉学科

情報福祉学科

A

日
程

一般推薦

B 日程

A 日程
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第
四
回
社
会
福
祉
士

第
5

回
精
神
保
健
福
祉
士

合
格
発
表

社
会
福
祉
士
の
現
役
合
格
率
が
大
幅
ア
ッ
プ
を
記
録
し
た
。
第
十
五
回
社
会
福
祉

士
国
家
試
験
と
第
五
回
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
の
合
格
者
が
三
月
三
十
一
日
、

発
表
さ
れ
、
本
学
は
社
会福祉
士
国
家
試
験
に
二
百
二
十
六
人
の
現
役
学
生
が
受
験

し
、
百
六
十
三
人
が
合
格
し
た
。
現
役
喜
率
は
百
i
%
に
よ
り
、
全
国
平
均
を

叩
7
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た。

卒
業
生
も
八
十
人
が
合
格
し
、
品
罫
で
は
二
百
四
十

三
人
を
数
え
た
。
精
神
保
健
福
祉
士
は
現
役
三
十
二
人
中
二
十
四
人
が
合
格
、
合
格

率
は
万
%
で
、
全
国
平
均
を
ロ
・
3
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
卒
業
生
も
五
人
が
合
格
し

た
。社

福
士
は
河
%
台
突
入

過
去
四
年
刊
拍
台
だ
っ

た
合
枯
草
が

一
挙
に
回
、
同
喝
を
飛
び
越
え
η

1

%
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
。

前
年
の

崎

8
M
mか
ら
実
に
泣
3
ポ
イ
ン
ト

コ
ル
フ
部
ア
ベ
ッ
ク
連
覇
の
快
挙

全
国
大
学
対
抗
戦

勝
ち
取
っ
た
勝
利。
時
や
汗
を
か
い
た

分
だ
け
、
選
手
は
確
か
な
自
信
を
つ
か

ん
だ
に
逃
い
な
い。

な
お
、
二
日
開
通
鈴
で
最
少
ス
ト
ロ

ー
ク
を
マ
ー
ク
し
た
権
が
最
優
秀
選
手

賞

(メ
ダ
リ
ス
ト
)
を
獲
得
し
た
。

一
女
子
}

朝
日
は
首
位
日
体
大
に
1
杓差
を
許

す
2
位
だ
っ

た
が
、
最
終
日
に
桜
引
裕

華
主
将
(四
年
)
が
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
布
、

平
野
希
(二
年
)
が
π
を
マ
ー
ク
す
る

な
ど
健
闘
し
、
逆
転
に
成
功。
2
位
に

入
っ

た
名
古
屋
商
大
に
7
打
差
を
つ
け

る
大
差
で
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た。

第
岨
回
全
国
大
学
ゴ
ル
フ
対
抗
戦
と

第
出
回
全
国
女
子
大
学
ゴ
ル
フ
対
抗
戦

が
六
月
十
八
、
十
九
の
両
日
、
北
海

道
札
幌
北
広
島
プ
リ
ン
ス
ゴ
ル
フ
場

で
開
催
さ
れ
た。
本
学
男
子
は
五
度
目
、

女
子
は
二
度
目
の
優
勝
を
い
ず
れ
も-

一

年
連
続
で
飾
っ
た

。

一
男
子}

初
日
は
2
位
日
大
に
6
打
差
を
つ

け
、
楽
勝
ム
l

ド
の
首
位
に
立
っ
た
。

し
か
し
、
最
終
日
の
前
半
、
回
大
が猛

チ
ャ
ー
ジ
を
か
け
て
き
た
。

貯
金
を

一

気
に
失
い
、
逆
に8
打
差
を
つ
け
ら
れ

る
絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ
に
陥
っ
た

。

「こ
の
ま
ま
負
け
て
な
る
も
の
か
!

」

後
半
戦
に
は
ど
の
選
手
も
目
の
色
を
変

え
て
挑
ん
だ。

権
奇
四
時
(三年
)
が
ハ
I

フ
お
、
山

本
孝
允
(
二
年
)
が
同
担
と
ラ
ッ
シ
ュ

を
か
け
、
逃
げ
切
り
を
図
る
日

大
を
1

打
か
わ
し
て
、
逆
転
の
半
勝
。

阿
部
監
督
は
「最
後
ま
で
あ
き
ら
め

な
い
、
粘
り
の
勝
利
で
す
」
と
選
手
の

頑
張
り
を
た
た
え
た。

昨
年
ま
で
は
宮
毘
優
作
と
い
う
頼
れ

る
エ
l

ス
が
い
た
が
、
今
年
は
全
員
で

(3) 

も
上
昇
。
指
導
教
員
も
「
こ
れ
だ
け
の

上
昇
は
予
怨
外
で
、
と
て
も
う
れ
し
い」

と
、
ほ
お
を
緩
ま
せ
た。

社
会
栴
祉
研
究
室
の
分
析
に
よ
る
と

①
学
生
の
モ
チ
ベ
l

シ
ヨ
ン
が
高
か
っ

た
②
ゼ
ミ
を
中
心
と
し
て
教
民
が
熱
心

EE吾妻導贋完1・

平
成
十
五
年
度
体
育
会
入

会
式
が
五
月
三
十
八
日
、
稲

田
県
般
で
行
わ
れ
た。
体
育
会

加
盟
お
部
に
三
百
二
十
三
人

の
新
入
生
が
加
わ
り
、
総
勢

人
百
二
十
一
一人
の
部
員
が

一

堂
に
会
し
た

。

ス
キ
l

部
の

熊
沢
博
収
君
が
「
伝
統
に
恥

じ
な
い
よ
う
に
精
進
す
る
こ
と
を
普
い

ま
す
」
と
普
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
盛

|三位一体が奏功|
学生・教員・社福研 l 

に
指
導
し
た

③
前
年
合
格

し
た
先
輩
の

ア
ド
バ
イ
ス

が
効
い
た
、

の
3
点
が
ク

ロ
ー
ズ
ア

ッ

プ
さ
れ
た
。

①
で
は
そ

の
道

(桶
祉

職
)
を
本
気

で
目
指
す
目

的
意
織
の
高

い
学
生
が
受

ん
な
拍
手
を
浴
ぴ
た。
第
三
部
で
は
武

道
系
ク
ラ
ブ
に
よ
る
泌
武
会
が
閲
か
れ

た
。

硬
式
野
稼
3

年
ぶ
り
ベ
ス
ト
4

第
五
十
二
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手

織
大
会
が
六
月
十
日
、
東
京
明
治
神

宮
球
場
で
閉
幕
し
た。
二
十

一
年
連
続

一
一十
一
度
目
の
出
場
を
来
た
し
た
本
学

は
初
戦
こ
そ
京
都
産
業大
に
1
0
の

半
勝
だ
っ
た
が
、
2
回
戦
で
は
凶
国
学

院
大
に
7
聞
コ
ー
ル
ド
の
大
勝
。

一
一
年

ぶ
り
に
ベ
ス
ト
8

に
進
出
し
た

。

準
々
決
勝
の
関
東学
院
大
は
昨
年
の

ベ
ス
ト
4
0

五
回
、
主
将
の
中
村
公
治

外
野
手
が
勝
ち
越
し
の
2
占
本
些
打
を

放
ち
、
逃
げ
切
っ
た。
三
年
ぶ
り
の
準

決
勝
で
は
序
盤
3
点
を
リ
ー
ド
し
た
が

三
回
に
逆
転
を
許L
、
日
本
文
理
大
の

投
手
五
人
に
よ
る
継
投
策
に
か
わ
さ

れ
、
一二
年
ぶ
り
の
決
勝
戦
進
出
は
な
ら

な
か
っ
た
。

優
勝
は
亜
大
を
下
し
た
日

本
文
理
大
で
初

。

な
お
、
七
月
二
日
か
ら
七
日

ま
で
、

米
国
ノ
1
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
附
保

さ

れ
た
日
米
大
学
選
手
権
の
日
本
代
表

に
、
中
村
公
治
主
将
(四
年
)
が
外野

手
、
山
路
哲
生
監
督
が
コl
チ
と
L
f、

派
泣
さ
れ
た
。

マ
l

回
戦

東
北
福
祉
大
11
0

京
都
産
業
大

マ
2

回
戦

東
北
福
祉
大
叩
1
四
国
学
院
大

マ
準
々
決
勝

関
東
学
院
大
(神
奈
川
)

n
v
A
υヲ
白

2
0
0
 

束
北
福
祉
大

マ
準
決
勝

日
本
文
理大
(
九
州
)

0
0
5
 

2
1
0
 

東
北
福
祉
大

n
v
n
u
n
u
 

、0
2
0
 n

u
n
u
o
υ
-
9
白

o
o
x

一
4

0
0
0
 

0
1
0
 

か
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
。
②
で
は

「卒
業
し
て
取
る
の
は
大
変
だ
」
、「時

間
が
あ
る
学
生
の
う
ち
に
ガ
ン
パ

レ
I

」
と
い
っ
た
指
導
教
員
の
激
励
が
、

学
生
の
副
首
起
を
促
し
た
。
③
で
は
社
補

研
が
作
成
し
た
合
格
体
験
記
に
、
前
年

の
合
裕
者
が
勉
強
の
方
法
か
ら
参
考

性
、
後
輩
へ
の
一
言
と
い
っ
た
生
の
声

を
寄
せ
、
後
ろ
盾
に
な
っ
た
。

体
験
記

の
冊
子
は
七
月
か
ら
始
ま
る
特
総e
社

会
楠
祉
講
座
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
配
ら
れ
た。

今
回
か
ら
い
く
つ
か
の
変
更
点
が
あ

っ
た
。
一
つ
は

「正
解
」
、「合
格
基
準
」

が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、

こ
れ
ま
で
は
全
科
目
の
合
計
点
数
で合

否
が
判
定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
か
ら

は
1

科
目
で
も
ゼ
ロ
点
が
あ
る
と
不
合

絡
と
い
っ

た
厳
し
い
採
占
法
が
導
入
さ

れ
た
。

出
題
の
特
徴
と
し
て
は
実
務
重

視
の
傾
向
が
高
ま
り
、
前
年
3
問
だ
っ

た
事
例
制
題
が
6
問
に
増
え
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
全
国
の
合
枯
草
が

わ
ず
か
な
が
ら
も
下
が
っ
て
い
る
現
実

と
は
対
照
的
に
、
大
隔
地
を
マ
ー

ク
し

た
本
苧
。

学
生
、
教
員
、
社
禍
研
の三

位
一
体
態
勢
が
本
絡
化
し
て
い
る
証
し

だ
。

な
お
、
精
神
保
健
福
祉
士
も
前
回
よ

り
3
2
ポ
イ
ン
ト

合
絡
事
を
上
げ

た
。

早
め
の
段
階
で
自
分
の
進
路
を
決

め
る
学
生
の
姿
勢
が
功
を
奏
し
た
と言

え
る
。

両
国
家
資
格
に
対
す
る
相
談
、
問
い

合
わ
せ
は
2
号
館
2
階
の
社
会
福
祉
研

究
室
へ
ど
う
ぞ。
内
線
番
号
は
3
3
2
。

女
子
パ
レ
l

相
蘇
選
手
が
ユ
ニ
パ
代
表
に

誓いのことばを述べる熊沢君

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

節
目μ回
東
日
本
大
学
選
手
続
大
会
(
6

月
四
1
n
目
、
東
京
体
育
館
ほ
か)

マ
男
子
3
回
戦
敗
退
ベ
ス
ト
同

マ
女
子
準
決
勝

東
北
橘
祉
大

マ
決
勝

3 

2 

東
女
体
大

1

5

 

2
i1
2
 

東
北
福
祉大
0
お
お
3
東
海
大

4

5

 

1

2

 

出
第
詑
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技会

(8
月
幻
1
出
目
、
韓
国
テ
グ
市)
に

相
酔
香奈
選
手
(4
年
)
が
日
本
代
表

と
し
て
出
場

。
卓
球
部

平
成
店
年
度
東
北学
生
辿
盟
春
季
リ
ー

グ
戦
(5
月
担
1
お
目
、
塩
釜
市
体
育

館
)
マ
男
子
準
優
勝

マ
女
子
優
勝

。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

第
品
回
会
長
杯
争
奪
東
北
学
生
大
会

(5
月
6
1
7
日
、
仙
台
市
営)

守
男
子
団
体
優
勝

全
日
本
大
学
選
抜
王
座
決
定
戦

(6
月

初
日、
東
京
体
育
館
)

守
男
子
準
決
勝

東
北
福
祉
大1

3

大
郎
カ
ト
リ
ッ
ク

大

(韓
国
)

〈
〉バ
ド
ミ
ン
ト
ン

節
団
回
東
北学
生
選
手
権
大会

(5
月
お
1
却
目
、
岩
手
県
滝
沢
村
体

育
館
)
守
男
女
と
も
準
優
勝

。
柔
道
部

河
北
旗
争
奪
東
北
学
生
優
勝
大
会

(5
月
お
目
、
官
域
県
武
道
館)

マ
男
子
H

優
勝
リi
グ
順
位
4

位

マ
女
子
H

決
勝

A
プ
ロ
ッ
ク
優
勝

。
陸
上
醗
綾
部

第
白
川
回
束
北
学
生
対
校
選
手
植

(5
月
口
1

N
目
、
福
山
県
営
あ
づ
ま

陸
上
競
技
場)

マ
男
子
"
ト
ラ

ッ

ク
の
部
2
位
総

合

8

位
マ
女
子
H

ト
ラ
ッ
ク
の
部
7
位
、
フ
ィ

ー
ル
ド
の
部
3
位
総
合
4

位

。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

第
四
回
束
北
学
生
春季
リ
ー
グ
戦

(5

月
日
1
M
目
、
花
巻
市
総
合
体
育
館)

マ
男
子
5

年
辿
続8
回
自

の
優
勝

マ
女
子

同
年
辿
続
時
国
自
の
優
勝

。
女
子
ソ
フ
ト
ポE
ル
部

北
海
道
東
北
地
区
大
学
選
手
権

(5
月
羽
田
、
郡
山
市)

東
北
福
祉
大
6
1

1
仙
台
大

(8
月
四
日
か
ら
山
口

宇
部
市
の
全

日
本
選
手
権
に
出
場
)
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展示予定芹沢鮭介美術工芸館東北福祉大学

2004年
1月 20日夜了τ司面倒

芹沢錠介美術工芸館

所蔵名品展

(木)(木) -12月 18 日9月 18 日(木)
20ω年

4月 28日夜了τ7月 31 日

芹沢鎧介コレクション

日本の藍染

(金)1 月 20 日 (月) -4月4 日

芹沢鎧介

型絵染小品
芹沢鎧介ののれん

〒 981-8522 仙台市背葉区国見 1 丁目 8 番 l 号
東北福祉大学 2 号館内 TEL 022-717-3318 

FAX 022-717-3324 

10 : 00-16 : 30 (入館は16: 00まで)
展示替え期間、創立記念日 (9々5) ・入試期間
一般300円、大学生200円 (高校生以下は無科)

開館時間
休館日
入館料



(4) 

岡

窓

.c. 
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便

り

平
成
十
一
年
度
卒
の
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
星
野
英
正
さ
ん
が

成
プ
ロ
入
り
四
年
目
に
し
て
、
ッ

達
ァ
l

初
優
勝
を
飾
り
、
そ
の
視

で
賀
会
主
ハ
月
八
日
夕
、
仙
台
国

同
ロ
際
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
催
さ
れ

年
た
。

組
U『

星
野
プ
ロ
は
五
月
三
日
か
ら

り
四
日
ま
で
名
古
屋
ゴ
ル
フ
ク
ラ

パ
ソ
プ
和
合
コl
ス

(
6
5
4
7ヤ

何
ι
l

ド
、
パ
l

叩
)
で
行
わ
れ
た

-
a

男
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
l

「
中

日
ク
ラ
ウ
ン
ズ
」
に
出
場
し
、

通
算
叩
ア
ン
ダ
ー
の2
7
0

で
首
位
に

3

打
差
を
つ
け
、
初
優
勝
を
達
成
し
た

。

大
器
と
騒
が
れ
プ
ロ
の
世
界
に
飛
び
込

ん
だ
が
、
プ
ロ
の
厚
い
壁
に
臨
ま
れ
、

凶
年
が
か
り
で
の
優
勝
だっ
た
。

駆
け
付
け
た
萩
野
治
基
学
長
は

「(初
優
勝
は
)
テ
レ
ビ
で
観
戦して
い

た
。
今
後
、
世
界
を
制
す
る
こ
と
を
信

じ
て
い
る
」
と
期
待
を
込
め
て
あ
い
さ

っ
し
た
。

ゴ
ル
フ
部
の
大
竹
楽
部
長
は
「な
か

な
か
勝
て
な
か
っ
た
が
、
そ
の
積
み
重

ね
が
待
ち
に
待
っ
た
優
勝
に
つ
な
が
っ

た
。
後
輩
の
励
み
に

な
る
。
こ
れ
か
ら
も

大
き
く
羽
ば
た
い

て
、
東
北
か
ら
日
本

を
変
え
ま
し
ょ
う
」

と
激
励
し
た
。

星
野
プ
ロ
は
「優

勝
は
自
分
一
人
の
力

で
は
な
い
。
皆
さ
ん

の
応
援
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
、
感
謝
し

て
い
ま
す
」と
稲
L

、

あ
ら
た
め
て
喜
び
を

か
み
し
め
た
。

日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア

l

機
椛
の
向
田
幸
作

理
事
長
も
登
場
し
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宮
里
プ
口
(
右
)
も
駆
け
付
け
祝
福
を
受
け
る

星
野
英
正
プ
口

H

仙
台
国
際
ホ
テ
ル

同
窓
会

今
年
度
総
会
終
了

平成 15 年 7 月 23 日発行

マ
群
馬
県

平
成
十
五
年
度
第
二
回
群
馬
県
同
窓

会
総
会
が
、
五
月二
十
四
日
(
土
)
午

後
四
時
か
ら
高
崎
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
高
崎
で
、
三
十
四
人
の
会
民

が
出
席
し
て
聞
か
れ
た
。

初
め
に
佐
藤
古
邦
会
長
か
ら「同
窓

会
の
今
後
の活
動
と
辞
む
べ
き
追
を
探

り
つ
つ
母
校
へ
の
貢
献
の
在
り
方
を
考

え
た
い
」
と
会
員
の
理
解
と
協
力
を
呼

び
か
け
る
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

続
い
て
説
明
引
に
移
り
、
事
務
局
長
拠

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

三
部
で
は
「
野
球
を
過
し
て
学
ん
だ

「
世
界
で
活
制
し
て
、
ゴ
ル
フ
界
が
明

る
く
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

こ
の
日
は
宮
城
県
の
表
蔵王
国
際
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
ツ
ア
1
J
C

B

ク
ラ
シ
ッ
ク
仙
台
の
最
終
日
。
今
年

三
月
に
卒
業
し
た
ば
か
り
の
ブ
ロ
宮

旦
優
作
さ
ん
が
あ
わ
や
優
勝
と
い
う
地

面
を
演
じ
、2
伎
に
入
る
活
制
を
見
せ
、

他
の
O
B

プ
ロ
と
と
も
に

会
場
に
駆
け

付
け
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
阿
部
靖
彦
既
脅

か
ら
紹
介
さ
れ
、
互
い
に
他
闘
を
普
い

合
っ
て
い
た
。

負
け
じ
と
谷
原
色
初
V

メ
ジ
ャ
ー
全
英

O
P

に
出
楊

平
成
十
二
年
度
卒
業
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ

ー
谷
原
秀
人
さ
ん
が
六
月二
十
二
日
、
男

子
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

「
マ
ン
ダ
ムル
シ
l

ド 秀人プロ谷原

予約維 業訓陥る月結 い設年七
非主民認現に分日こ 二 に同よ立四月間
案と、在者担をと十よ窓本に月ご窓
づ趣総は手な定で九る会 格向、ろ会
く旨会名しど明き日と架化け単か設
りw=場簿て共~f. Á長(設哲して 備ら立
、所のい体備 。 土立周たの会 見の

'JJ:の洗る的会毎)総に。動がら動
立桑選い 。 なと月に会入 き発れき

準耳実 f 器片空県草 z rez 草
のつ規と 作役火れー辿 よ、た成
経 が十

3 山梨県に同窓会誕生 与言

設立総会は11 月 29日に

順調に準備進行中

群馬県同窓会総会

こ
上
附
良
一
兼
任
講

師

(
昭和
六
十
三
年
度
卒
)
が
記
念
講

演
を
行
っ
た
。
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て

大
成
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
と
苦

労
の
積
み
重
ね
、
野
球
人
生
の
歩
み
、

人
生
観
な
ど
品
問
弁
を
振
る
っ
た
。

三
部
の
交
流
懇
親
会
で
は
、
同
窓
会

な
ら
で
は
の
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

互
い
に
再
会
を
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
。

マ
青
森
県

七
月
五
日
、
第
四
回
総
会
な
ら
び
に

「今
昔
を
話
り
合
う
タ
ベ
」
が
、
ホ
テ

ル
背
森
で
三
寸
四
人
の
出
席
者
を
得
て

開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
事
務
局
提
案
事
項
が
民
税

よ
み
う
り
オ
ー
プ
ン
」
(
兵
庫
よ
み
う

り

C
C
H
7
0
7
3

ヤ
ー
ド
、
パ
l

花
)

で
、
ツ
ア
l

初
優
勝
を
飾
っF
、
。
一
つ
上

の
先
輩
星
野
退
手
の
祝
勝
会
が
八
日
に

闘
か
れ
、
駆
け
付
け
た
矢
先
の
快
挙
達
成

。

先
誕
の
雄
姿
か
ら
刺
激
を
も
ら
っ
た
効
川
市

が
早
速
、
表
れ
た
の
か
も
9

な
お
、
谷
似

選
手
は
七
月
十
七
日
開
幕
の
全
英
オ
ー
プ

ン
選
手
権
に
も
出
場
し
た
。

ど
に
つ
い
て
の
協
訴
が
進
め
ら
れ
て
斗

る
。
一

作
業
は
順
制
に
進
み
、
総
会

一

当
日
の
日
程
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ

一

決
定
し
て
い
る
。
総
会
当
日
の
一

日
程
梁
に
よ
る
と
一

日
時

受
付

一

日
時
却
分
役
立
総
会

一

H
時
却
分
記
念
締
出
会

一

日
時
時分
懇
親
会

一

と
な
っ
て
い
る
。

一

準
備
会
代
表
霊
平
一

(
え
ほ
し
と
み
こ
)一

述
絡
先
一

山
梨
県
立
高
草
セ
ン
タ
ー
一

宮
0
5
5
(
2
8
5
)
0
6
1
5
-

な
く
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
来
年
は

創
立
五
周
年
と
い
う
節
目
を
祝
、
つ
総
会

を
七
月

一二
目
、
弘
，

川
市
で
開
催
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

続
い
て
赤
塚
俊
治
助
教
授
が
「
東
北
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し
た
。
こ
の
な
か
で
、
過
去
と
現
在
に

お
け
る
学
生
気
質
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

た
。
内
容
は
現
職
だ
け
に
、
肌
で
感
じ

た
実
感
が
海
み
出
る
も
の
で
、
出
席
者

も
背
春
時
代
を
思
い
出
し
た
か
の
よ
う

に
削
き
入
っ
て
い
た
。

「
今
白
を
前
り
合
う
タ
ベ」
で
は
市

ノ
波
康
勝
副
会
長
の
ご
発
戸
で
会
の
ま

す
ま
す
の
発
展
と
各
人
の
活
制
を
祈
念

し
て
乾
杯
、
和
や
か
な
歓
談
の

一
時
を

過
ご
し
た
。

最
後
に
戸
高
ら
か
に
三
本

締
め
を
し
、
科
会
を
科
目
い
な
が
ら
各
位

の
健
勝
と
母
校
の
発
肢
を
祈っ
て
散
会

し
た
。

東
北
福
祉
大
学
ホ
l

ム
ベ
l

ジ

Z
Gミ
5
2

吾
-
R
右

最
近
、
本
学
阿
窓
会
と
は
畑
山
関
係

の
第
三
者
か
ら
、
沼
間
に
よ
る
不
動

産
売
日
や
同
窓
会
只
名
簿
雌

入
の
勧
誘
、
個
人
情
報
収
集

ご
注
意
く
だ
さ
い

の
た
め
の
問
い
合
わ
せ
が
哨

え
て
お
り
、
本
学
問
窓
会
事
務
局
に

も
同
窓
生
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

大
学
と
阿
窓
生
と
の
交
流

に
つ
い
て
は
大
学
倒
で
も
大
事

な
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
、
関

係
部
署
に
働
き
か
け
、
実
現
を

図
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Q

同
窓
会
員
名
簿
の
配
布
の

仕
方
は
ど
う
怒
っ
て
い
る
の

が
。

会
貝
名
簿
の
作
成
中
に
名
簿
希
望

の
有
無
に
つ
い
て
お
伺
い
L

、
希
叫記者

に
は
離
料
、
か
つ
宅
配
便
で
配
達
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
希
望
者
に
は
郵
送
代

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
郵
送
し
て
い

ま
す
。

い
ず
れ
も
発
送
先
の
目
所
控
え

を
岱
現
し
て
い
る
の
で
、
第
三
者
に
波

ら
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
つ
け
て
い
ま
す。

Q

住
所
・
勤
務
先
な
ど
変
更
し
た
場

合
の
連
緒
方
法
は
?

A

名
簿
に
差
し
込
ま
れ
て
い
る
「持

動
通
知
辿
特
カl
ド
」
を
利
用
な
さ
る

か
、
電
雨
、F
A
X

で
も
結
構
で
す
。

8
0
2
2
(
2
3
3
)
3
1
1
1
 

F
A
X
0
2
2
(
2
3
3
)
3
1
1
3
 

で
す
。

A 

A 

新
潟
県
向
窓
会

各県同窓会情報

新
制
向
山
附
で
は
学
長
の
出
席

を
得
て
、
九
月
十
三
日
(
土
)
、

新
潟
市
に
新
し
く
で
き
た

「
と
き
メ
ァ
セ
」
で
総
会
を
聞

く
こ
と
を
決
定
し
た。

例
年
通
り
今
年
も
地
域
日

献
の
た
め
の
前
副
会
や
、
吉

沢
真
澄
氏
(
昭
和
四
十
九
年

度
卒
、
白
悦
市
市
長
)
も
出

席
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

聞
く
予
定
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

市
民
の
凶
心
も
向
く
、
約
=
一百
人

の
出
向
者
を
予
定
し
て
い
る。

阿
窓
会
事
務
局
で
は
ホ
i

ム
ベ
l

ジ
を

開
設
、
ピ
1

ア
ー
ル
に
努
め
て
い
る。

ア
ド
レ
ス
は
次
の
通
り。

7
1
百
\
〉
ミ
垣
霊
山
一
古

ω
0
2
百
\
1
T
O
O
百
\

『
C
P
Z
H
4
d

山
形
県
同
窓
会

今
年
度
の
総
会
開
催
に
つ
い
て
凹
月

一十
三
日
に
役
民
会
が
聞
か
れ
、
大
綱

が
決
ま
り
、
そ
の
準
備
が
本
物
化
し
て

い
る
。

開
催
日
と
会
場
は
九
月
二
十
三

日
(
祝
)
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

山
形

(山
形
市
)
に
決
定
し
た
。

今
年
は
総
会
前
に
本
学
の
紹
介
や
稲

械
の
仕
事
に
閲
す
る
相
殺
コ
ー
ナ
ー
、

公
開
購
座
を
設
け
る
予
定。

一
般
市
民

や
山
校
生
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
く
。

目
下
、
案
内
方
法
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
検
討
作
業
に
入
っ
て
い
る

。

栃
木
県
同
窓
会

今
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
十一
月
十

五
日
(
土
)
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
た
。

場
所
は
未
定
。
役
只
会
で
役

制
を
分
担
し
て
準
備
に
か
か
っ
て
い
る

。

ま
た
、
都
業
引
闘
の一
環
と
し
て

「母

い
ま
す。

同
窓
生
が
惚
守
の
際
に
は
勤
務
先

迷
惑
電
話
相
次
ぐ

住
所
、
屯
師
、
州
間
帯
屯
師
、
屯
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
な
と
に
附
す
る
問
い
合
わ

校
訪
問
パ
ス
ツ
ア
l

」
を
剖
問
。
十
月

二
十
五
(
土
)
と一
一
」
E

六
(
日
)
の
両

日
に
母
校
を
訪
れ
る
こ
と
が
決
定
し

た
。

現
在
、
参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

両
日
と
も

「大
学
祭
(
国
見
祭
)
」
が

行
わ
れ
る
予
定
で
、
例
年
通
り
キ
ャ
ン

パ
ス
内
は
大
勢
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ

い
、
絶
川
町
の
訪
問
日
に
な
る
も
の
と
事

務
局
で
は
則
筒
を
寄
せ
て
い
る。

辿
紺
先
は
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

猪
野
弘
行

M
8
0
2
8
(
6
2
2
)

0
5
2
5
H

ま
で
。

北
海
道
空
知
地
区
間
窓
会

今
年
度
の
総
会
開
催
日
は
未
定
だ

が
、
場
所
は
岩
見
沢
市
に
決
定
し
て
い

る
。保

育
士
課
程
同
窓
会

マ
恒
例
の
「花
見
の
会
」
が
佐
藤
美
恵

先
生
を
迎
え
て
五
月
二
十
五
日
、
仙
台

市
背
紫
区
の
ホ
テ
ル
ユ
ニ
バ
ー
ス
仙
台

で
開
催
さ
れ
た。

今
年
は
花
見
の
時
期
も
過
き
た
と
あ

っ
て
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
は
残

念
だ
が
、
い
つ
も
通
り
、
子
ど
も
辿
れ

の
方
も
見
え
ら
れ
、
和
や
か
な
会
に
な

っ
た
。

マ
「ガ
イ
ダ
ン
ス
」
今
年
も
実
施

保
育
士
制
程
同
窓
会
が
主
催
す
る

「相
会
初
祉
専
門
職
ガ
イ
ダ
ン
ス」
を

保
育
士
叫
程
に
学
ぷ
学
生
を
対
象
に
、

今
年
も
本
学
で
七
月
十
九
日
(土
)
に

実
施
さ
れ
た
。

同
窓
会
設
立
の
動
き

北
海
道
(
全
道
)
車
京
都
岩
手

県
茨
城
県
山
棋
県
佐
賀
県
で

「同
窓
会
設
立
」
の
動
き
が
あ
る
。
そ

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
阿
窓
会
事
務

局
で
行
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

具
体
化
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い。
一

日
で
も
早
い
設
立
が
望
ま
れ
て
い
る。

せ
に
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
広
告
掲
椛
へ
の
依
頼
、
同

窓
会
員
名
簿
作
成
な
ど
の
お
誘
い

に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
断
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ご
家
族
の

方
に
も
問
機
の
対
処
法
を
取
ら
れ
る
よ

う
に
、
間
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。


